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Abstract
SumohasbeentraditionallyperformedinNotodistrict・Ｗｅｕｓｅｄｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｓｅｅｔｈｅ
ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌｓｕｍｏｉｎｍｏｒｅｔｈａｎ３０ｐｌａｃｅｓｂｅｆｏｒｅＷｏｒｌｄＷａｒｌｌ，butnowonly7placesare
remained
Thepurposeofthisstudyistoconsideraboutsuchsumofromsportanthropological
viewpoint・Theresultsareasfollows：
(1)ThetraditionalsumowereextensivelycarriedoninNotodistrictinthｅＥｄｏｅｒａ．
(2)Thetraditionalsumohasacloserelationtotheagricalturalobservance．
(3)Thetraditionalsumohasbeendevelopedinaclasssystemofitsown,inwhichKaratoyama‐
ｓｕｍｏｈａｓｂｅｅｎｏｎｔｏｐ．
(4)ThetraditionalsumohadbeenaeventofgreatimportancetiedwithH5onk6,Buddhist
ceremony,andthemarketinNotodistrict．
とが多かった。しかし，近年注目されているス緒言 ポーツ人類学は，民俗学的方法を取り入れた新
わが国の相撲が農耕文化と密接な関係を有ししい学問領域で，特に民俗スポーツに関しての
ていることは，和歌森')2)が民俗学的に明らかに 最近の研究蓄積はめざましいものがある。
し，周知のこととなっている。しかし，能登地そこで，本稿は，能登地方に伝承されてきた
方の伝承相撲については，これまでそのような相撲について，スポーツ人類学（民族学）とい
民俗学的言及はなされた例がない。わずかに， う観点からの考察を加えようとするものであ
『羽咋市史』3)に「唐戸山相撲が上山と下山にわる。
けて相撲をするのは，おそらく初めは勝負に
よって卜占をなし，豊作を願おうとした古い信１．スポーツ史とスポーツ人類学
仰から発したものであったろう｡」とあるだけでスポーツ人類学は，学問類型としてはおよそ
ある。それも，唐戸山相撲が上山下山という百余年の歴史を持つ4)が，わが国で学会の中に
二組みの対抗形式をとっているというだけの解位置づけられたのは近年のことである｡つまり，
説しかなされていない。1988年に日本体育学会で体育史専門分科会から
こうした相撲，綱引，流鏑馬，等は「民俗ス分離した形で専門分科会として発足した新しい
ポーツ」ともいわれるが，体育・スポーツ科学学問分野である。そこで，先ずスポーツ人類学
の分野よりも民俗学の分野で取り上げられるこの概要を説明する。
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スポーツ人類学はスポーツ史とどこが違うの
であろうか。大きく異なる点は外その対象と方
法である。つまり，スポーツ史は主に文献史料
によって過去の再構成をはかるという方法を用
いているので，対象は有文字民族のスポーツに
限られる。したがって，人類が文字を持つ以前
の時代外つまり先史のスポーツに関しては，ス
ポーツ史はお手上げとなった。また，有文字民
族はごく限られた地域にしか存在せず，かつ有
文字民族地域においても無文字民族は多数存在
したのである｡5)例えば，わが国において，文字
が一般庶民に普及したのは明治時代以降のこと
で，それ以前では貴族や武士などの限られた階
層にしか浸透していなかった。そのため，史料
的限界からスポーツ史の研究対象もおのずと限
られ,一貴族や武士のスポーツが主となった。
相撲に関していえば，やはり研究の中心は有
文字民族の節会相撲，武家相撲，勧進相撲，等
であって，無文字民族ともいえる庶民の地方的
な伝承相撲は「広汎に，民衆の間では草相撲が
行われていた｣6)とされてはいるが，あまり研究
されてこなかった｡7)本稿が対象とする能登地
方の伝承相撲もわずかに唐戸山相撲が「久しい
伝承を持つ神事相撲｣8),)とされているだけであ
る｡
こうした限界を持つスポーツ史の過去の再構
成の隙間を補う学問が，スポーツ人類学なので
ある。また,／その隙間を埋めるために重要な示
唆を与えてくれるのがエスニック・スポーツで
ある。エスニック･スポーツとは，「特定の民族
に幾世代にもわたって伝えられてきたスポー
ツ｣，「いまだ近代化していない，そして当該民
族に固有の文化の’衣をまとったスポーツ｣'0)の
ことである。すなわち，未開社会のスポーツで
ある南米テインビラ族の丸太かつぎ競争，ラオ
スのラオ族のボートレース，等や，高文化地帯
の伝統的文化に伝承されたスポーツ，例えば日
本では但馬地方の八朔綱引，壱岐のフナグロ，
長崎のペーロン，等がそうである。これらのス
ポーツを研究することによって，人類のスポー
ツ史は補完されるのである。
これらのスポーツを研究する際には，民族学
的方法を用いる。すなわち，文書記録に頼らず
に，口頭伝承や風俗習慣及びフィールド・ワー
ク（現地調査）に基づいた現状の調査結果を主
資料とする。なぜなら，エスニック・スポーツ
に関しての文書記録は全く存在しないか，わず
かしかないことが多いためである。そのため，
スポーツ民族学とも呼ばれたこともあった。
次に，スポーツ人類学のこれまでの成果を述
べておこう。スポーツの民族学的研究は19世紀
後半にすでに始まっている。まず，スポーツの
起源論が展開された。タイラーはＴ今日の子供
の諸遊戯は，元来は生産活動や宗教的儀礼で
あったものが，時の経過とともに，もともとの
社会的意味と機能を失い形骸化したものである
という残存起源説を提唱した.￣
起源と並んで伝播の問題もスポーツ人類学が
早くから着手した問題である。前述のタイラー
はコロンブスのはるか以前に旧大陸と新大陸の
間で文化の交流があったことを盤上遊戯を例に
して論じている。
次いで，時間的変化ではなくヮ特定の社会に
おけるスポーツの意味と働きを論じる機能論，
スポーツから当該社会の文化の仕組みを読み取
る構造論や象徴論などの共時的研究がなされて
いった。'1）
11．能登地方の相撲の伝承状態
能登地方は伝承相撲が盛んな地域で，人の集
まる所では，必ずといっていい程相撲が行われ
ていた。そのため，各地区の祭礼や法要の行事
の一つとして，相撲がしばしば行われていた。
しかし，その数は戦後を境に減少の一途をたど
り，現在は以下の七つの伝承相撲が行われてい
るにすぎない。
志雄町･子浦出雲神社：蓮華山相撲（10月17日）
羽咋市・羽咋神社：唐戸山相撲（９月25日）
志賀町･住吉神社：住吉神社綱引祭奉納相撲(７
月23日）
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富来町・建部神社：八朔祭礼富来神事相撲（９
月５日）
七尾市･愛宕山相撲(明治記念相撲）（11月３日）
中島町・久麻加夫都阿良加志比古神社：お熊甲
祭慶賀神事相撲（９月21日）
中島町・藤津比古神社：慶賀神事相撲（９月１５
日）
２．白山本宮の相撲
能登地方ではないが，鎌倉時代から南北朝時
代の白山本官の臨時祭礼においても，流鏑馬・
競馬・などと並んで相撲が行われていたことが
同神社所蔵の『三宮古記』に記されている｡'2）
３．加賀藩の寛文二年の相撲禁止令
加賀藩は寛文二年（1662年）に次のような相
撲禁止令を出している｡'3）
－．踊一．相撲一…花火
右跡々被仰候通，町外・野・在々迄堅御停
止候。弥相違無之様，御郡中江急度可被申
鯛候，以上。
六月九日御算用場注2）
千秋彦兵衛殿
m・能登地方の相撲の初見
ここでは能登地方に相撲が行われていたこと
を示す初見史料を検討していく。
１．木造相撲力士像
能登地方で伝承相撲が行われていたことを推
測させる木造相撲力士像が珠洲市の上戸気多神
社，柳田神社，古麻志比古神社にそれぞれ一対
づつ残されている。（写真１）この像は室町時代
の作とされている。樟を締めた二躯一対の力士
像は随身像注')の意味を含んでいるもの'2)と考え
られている。
４．奈鹿曽彦神社の板書
鹿島町曽祢の奈鹿曽彦神社には寛政九年
（1797年）の板書が残されており，それには以
下の様に書かれている｡'4）
六月半ばより晴天が続き，七月十一日か
ら五夜五日の雨乞いを始めた。まず，十三
日に効験があり，十八日に御礼祭りをした
ところ，大雨となり，二十日に喜びの角力
大会を開いた。
５．まとめ
これらの史料には具体的な相撲の名称があら
われず，年代もまちまちで，非常に断片的では
ある。しかし，珠洲に三対の木造相撲力士像が
存在することによって能登地方においては少な
くとも室町時代には相撲が行われていたこと，
或いは相撲という競技が知れ渡っていたと考え
られる。また，江戸時代初期の1662年に加賀藩
から相撲禁止令が出されていることによって，
当時既に民衆の間では相撲がかなり盛んに行わ
れていたことがいえる。それ以前には，『続日本
後紀』の仁明天皇の天長十年五月丁酉に「相撲
節会のために越前，加賀，能登，佐渡………の
諸国に対し角力人を差し出せ」という命令が下(写真１）木造相撲力士像（珠洲市上戸気多神社蔵)’
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様の儀堅〈相成らず候条，村切取締方前条
厳重に申し渡すべく候
辰七月十二日 奥村典膳
口同郡十村中
この資料によって次のことが言えるであろ
う。
第一に，唐戸山ﾎ目撲は約二千年の歴史を持つ
日本最古の相撲であるという伝承をもっている
が，それに関する史料は存在していない。しか
し，加賀藩による「角力ではなくて力競べであ
り，古来からの仕来であるから特別に黙認しよ
う」との記録がみられることから，唐戸山相撲
は少なくとも藩政期には行われていたことは確
かである。
第二に，北陸は「真宗王国」といわれ，特に
越前・加賀・能登・越中では真宗門徒の比率は
圧倒的である｡'8)前田侯が加賀･能登の大名にな
る以前は，一向一摸によって守護大名であった
富樫政親を倒して「無主の国」であったほどで
ある。この地を治めた前田家の最大の悩みは，
おそらく如何にして一向宗を抑えるか，であっ
たろうと思われる。実際，約二世紀半の幕藩権
力の支配を経過しても，真宗門徒の力は衰える
事がなかったのである。安政五年（1858年）の
六月，東本願寺焼失の知らせを聞いた北陸の門
徒衆は，すぐさま，見舞い金を募って，本山へ
かけつけた。羽咋郡では，このとき，－戸あた
り銀一匁から十五匁程度の見舞い金が「身分に
応じて」拠出され，－郡の総額は二百七十両に
達したとされた。翌月には，物価の急騰によっ
て全藩領を揺るがす「安政の大一摸」が起きて
いる。その「大一摸」の前に，これだけの募財
が可能であったのである｡'9)羽咋･本念寺はこう
した真宗の羽咋郡における中心的な寺であった
ために加賀藩も一目置いていたのであろう。
従って，無闇に相撲を禁止するのではなく，「角
力ではなくて力競べである｣，「古来からの仕来
である」ともっともらしい理由を付け，相撲を
黙認する他はなかった。そのかわりに真宗門徒
の反抗を抑えていたのではなかったろうか。
されたとある。この記述は文献中の能登地方の
相撲の初見である。
しかし，これらの記述では，相撲がいつ，ど
こで，どのように行われていたかについて，答
えることはできない。
奈鹿曽彦神社の板書は,当時の農民にとって，
旱魅が死活問題であった様子を物語っている。
この相撲を天の降雨に対する感謝の意をあらわ
すための相撲大会と解釈するなら，和歌森が言
うような農耕儀礼と相撲との素朴な関係が見え
てくる。この問題については，後段でスポーツ
人類学的な考察を加えてみたい。
Ⅳ、史料にみられる能登地方の伝承相撲
ここでは，具体的な相撲の名称が出てくる史
料に基づいて伝承相撲の内容を検討していく。
１．お熊甲祭慶賀神事相撲
江戸時代の元禄期に七尾の俳人余力堂勤文が
著した『珠洲の海』'5)には,「近郷近在より群衆帽
集して甚だにぎわう」と九月二十一日のお熊甲
祭慶賀神事相撲の盛況ぶりが載せられており，
お熊甲祭慶賀神事相撲が江戸時代元禄期に既に
行われており，かなりの規模であったことが知
られよう。
２．「本念寺角力につき示達」
安政三年（1856年）に唐戸山相撲が初めて史
料中に現れる。これは,加賀藩から出された｢本
念寺角力につき示達｣'6)'7)で，現在，唐戸山相撲
と呼ばれる相撲は，明治十一年までは本念寺が
勧進元を司どっていたために，それ以前は「本
念寺仏会の相撲」であった。その内容は以下の
通りである。
－．羽咋郡本念寺仏会の節，相参り候参詣
の者どもの内，従来力競いたし候由，右は
停止の角力にも似寄り候に付，差留筈に候
えども，年古き仕来候由に付，先ず見過し
置候処，近年村毎に打寄り力競いたし候由
相聞え，沙汰の限りに候。村々において右
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ても，その約三十年前すなわち羽鳥川が二十歳
の時には相撲を行っていたであろうから，唐戸
山相撲は1800年代前半には既に行われていたこ
との傍証となる。
３．力士碑
唐戸山相撲で大関となった力士や，各地区の
強豪力士の石碑が，唐戸山相撲場の周辺や出身
地に今も残されている。
唐戸山相撲場の周辺には，数多くの力士碑が
残されている。その中で，最も古いものは嘉永
三年（1850年）の年号が刻まれている，羽鳥川
久松碑である。（写真２）
次に，鳥屋町花見月の旧街道沿いには，文久
三年（1863年）の花筏力蔵の力士碑が建立され
ている。（写真３）
：鰻
(写真３）花筏力蔵の碑
Ｖ・能登地方の伝承相撲の文化史的帰属
ここでは伝承相撲の由来書を基にスポーツ人
類学的な照射を能登地方の伝承相撲に加えてい
く。
１．唐戸山相撲
石川県羽咋市の羽咋神社で毎年９月25日に行
われている唐戸山相撲は，俗に「水なし，塩な
し，まったなし」の相撲で知られている。その
由来は，明治十三年の『神社明細帳』によると，
第十一代垂仁天皇の皇子である磐衝別命
が，この地で大いに仁政をしき，常に若者
達を集めて武勇を養い，また力の優れた人
を招き相撲をとらせ，体を鍛えさせ，住民
から尊敬された。その遺徳を慕って命の命
日である９月25日（旧８月25日）に相撲をとつ
(写真２）羽鳥川久松の碑
これらの石碑は，おそらくその力士が死亡し
てから地元の人々や縁者によって建立されたも
のである。それが唐戸山相撲場の周辺に建立さ
れていることは，羽鳥川が何らかの形で唐戸山
相撲に関係していた人物であったと考えるのが
妥当であろう。と，考えれば，羽鳥川の生年月
日・死亡年月日は不詳であるが，仮に死亡後す
ぐに石碑が建立され，当時の人々の平均寿命が
現在よりも短いために，五十歳で死亡したとし
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て神霊を慰めたのがこの相撲の始まりで，
以来約二千年にわたって連綿と継承され，
今日に至っている。
とされている。しかし，この社伝は歴史学でい
われる史料批判を加えた場合には，やや真懸性
に乏しい。
また，同書には，羽咋神社の祭神であり，且
つこの地に相撲を普及させた人物である磐衝別
命について次のような記述がある。
’往古，この地は高志の北島とよばれ，山
野は開けず，住民は飢餓と疫病に苦しむこ
こがひどかった。さらに垂仁天皇の御代，
かような災厄の上に暴虐なる盗賊がはびこ
り,滝崎の森には怪鳥が住んで危害を与え，
住民はまさに絶えようとする有様だった。
そこで，朝廷は鎮撫のため磐衝別命を下向
させられた。命は勅を奉じて賊を平らげ怪
鳥をうち，教化をしいて農事を進められた
ので住民は安んじて生活をすることができ
るようになった。………（後略）
この話は何を意味しているのか。それを説明
する前に，もう一つ兵庫県但馬地方の八朔綱引
にまつわる話をあげよう。
むかし，円山川下流に黄沼あるいは前沼
と呼ばれる泥沼があり，そこに大蛇が住ん
でいた。この大蛇は松竹山と馬山とを結ぶ
所をふさいでは氾濫をおこしたので，人々
はほとほと困っていた。そこで，但馬五社
明神は相談して，大蛇を退治した。すると，
流域には耕地が開けた。人々は喜び，五社
明神にならって藁で大蛇に似せた長大な綱
をつくり，これを，頭と尾に分かれて引き
合った。そして，もし綱が切れないと，そ
の年は大水がでるとして恐れ，切れればめ
でたいとして喜んだ。綱を切るとは，つま
り大蛇を退治することだからである。こう
して，八朔綱引が始まった｡２０）
この但馬地方の八朔綱引伝説に関して，寒
川21)は，この伝説は『古事記』にある入岐大蛇退
治神話の異伝であるとし，更に，神話学の成果
に基づき，蛇は水，ことに川と密接な関係をも
ち，農耕民における豊穣観念が背景にあるとし
ている。さらに，この話を伝える小田井神社の
絵馬からは，退治が剣によって行われたことが
知られ,同じ但馬地方の別の八朔綱引伝説では，
大蛇は針によって退治されていることから，こ
の伝説の発生の母体は金属器文化(ことに鉄文
化）と農耕に基づく高文化にあるとしている。
そして，日本へは，東アジア・東南アジアにお
ける伝播の中心である南中国の水稲耕作地帯か
ら伝えられたものとしている。
八朔綱引伝説は，このように水稲耕作民文化
層に帰属するものなのである。
それでは唐戸山相撲伝説は何を意味している
のだろうか｡先述の二つの話を比較してみると，
細部には違いはあるが，二つの類似点がみられ
る。一つはプ人々に危害を与えてきた動物（怪
鳥，大蛇）を退治したこと，もう一つは，怪物
退治の結果，耕地が開けたこと，であり〉二つ
の伝説は共通のモチーフを有していることが推
測できる。すなわち，羽咋の地に相撲を伝えた
とされている磐衝別命は，この地に農耕文化を
ももたらした人物を象徴しているとみることが
でき，さらに，この伝説によって唐戸山相撲と
農耕文化との密接な関係を窺い知ることができ
るのである。
２．諏訪神社相撲
唐戸山相撲の他に能登地方の伝承相撲には，
同様の由来をもつ相撲がある。羽咋郡押水町の
諏訪神社相撲である。その由来書には，
当神社の祭神である建御名方神は武勇に
勝れていたので，父神の勅に従って諸国の
禍神・狂神を退治していた時に，この地に
魔神がいて人民を害していた。するとこの
神が夜陰に乗じて退治し鶏の鳴く頃に凱歌
を掲げて帰ってきた｡里民はこれに感謝し，
菜を作って献上し，その労を槁った゜それ
以来，毎年八月二十六日に菜を献上し感謝
の意を表し，翌日神霊を慰めるために相撲
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①能登地方の伝承相撲の頂点である唐戸山相撲
②相撲参加者が能登地方全体又はそれに加賀・
越中を加えた範囲から集まり，歴史が比較的古
く，唐戸山相撲と関係が強い相撲
③相撲参加者の範囲が近隣の地区で且つ歴史が
比較的浅く，唐戸山相撲と関係が薄い相撲
次に，この三階層の関係を各階層の事例をも
とに考えてみる。
〔①の事例唐戸山相撲〕
唐戸山相撲協会が勧進元となって，地元の商
店や個人の寄付によって運営されている。力士
は加賀・能登・越中より多数参集し，その規模
は能登地方最大である。力士は出身地によって
上山・下山にわけられる。即ち，河北・羽咋・
越中の力士は上山邑智潟以北の能登地方の力
士は下山となる。相撲は三人抜き・五人抜きを
繰り返した後，神事相撲となり前弓・中弓・奥
弓と取り行われて，奥弓で大関が決まる。大関
となった力士は翌年からは唐戸山相撲は勿論，
その他の能登地方の伝承相撲にも出場しない。
地方親方に任命され，後進の力士の養成，唐戸
山相撲をはじめ能登地方の各伝承相撲の運営及
び審判の役にあたる。
〔②の事例羽咋市金丸：金丸山八朔相撲〕
宿那彦神像石神社において昭和二十七年まで
毎年９月１日に境内脇の窪地の相撲場で行われ
ていた。地元の青年団が勧進元となって，各家
から寄付を集めて経費を捻出していた｡｢唐戸山
相撲の足固め相撲」と称され，力士は加賀・能
登・越中より多数参集し，大変な賑わいをみせ
た。しかし，小さい部落のために各家の負担が
大きくなったことと同日に行われる河北郡津幡
町の八朔相撲の方が賞品がよく，力士が集まら
なくなったために遂に中断された｡23）
〔③の事例志賀町堀松：住吉神社綱引祭奉納
相撲〕
住吉神社綱引祭奉納相撲は志賀町堀松住吉神
社の境内脇の土俵で毎年７月23日に行われる。
同日は綱引祭りが行われ，その前座として相撲
大会が開かれる。この相撲は堀松地区の青年団
を行った。
とある。この伝説もやはり，魔物の退治と退治
の後に穀物を作って神に献上している。また，
退治した人物が何らかの形で相撲に関係してい
るというモチーフを有している。
従って，能登地方の相撲伝説も但馬地方の八
朔綱引伝説同様，農耕に基づく高文化にその発
生の母体があることが推測できよう。そして，
能登地方の相撲伝説はやはり水稲耕作民文化層
に帰属するものなのである。～
また,前述の奈鹿曽彦神社の板書の意味を併
せて考えると，能登地方の伝承相撲は元々農耕
文化のなかで成立した民俗行事の一つであった
といえよう。：
Ⅵ、能登地方の伝承相撲の構造と機能
１．伝承相撲の階層制について
能登地方の伝承相撲の重要な力士の供給源
は，地方相撲の親方と各地域の青年団(若者組）
である。その青年団の一つである羽咋郡富来町
鵜野屋青年同盟会の会則第二＋六条には「富来
の天長節，新宮の大角力，熊木の大角力の大関
を得たるものには大巾を授与すること｣，「右の
内壱本を得たるもの及び各地方に於ける大関三
本を得たるものには力帯を授与すること」とあ
る｡22)各地方に於ける大関とは,各部落の祭礼で
行われる規模の小さな相撲のことであり，富来
の天長節,新宮の大角力,熊木の大角力の大関＝
三つの小さな祭礼相撲の大関という式が成立す
る。したがって，各部落の祭礼相撲は上記の三
つの相撲と比べて，その格に差があることが分
かる。
この各伝承相撲の格が力士や地元の人々に
とって重要な意味を持つのである。能登地方の
伝承相撲を調査に行って,よく耳にした言葉が，
「あそこの相撲は格がある。どこそこの相撲は
格がない｡｣である。その格は各伝承相撲が持つ
歴史と相撲参加者塗3)の範囲と唐戸山相撲との
関係'性によって次の三つに階層化できる。
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が勧進元となり，各家から綱引祭の費用と併せ
て相撲の費用が徴収ざれ運営されている。相撲
は午後７時頃から，先ず子供相撲が始められ，
午後８時頃から一般の部の稽古が行われ，８時
30分頃から試合が始まる。三人抜き，一番勝負
などが行われ，勝った力士には日用雑貨類の賞
品が与えられる。９時10分頃から大関を決める
五人抜きが行われ，９時20分項に大関が決定す
る。その後神社で大関任命式が行われ，大関が
お神酒を飲んだ後に神主から御幣が手渡され
る。その後，他の力士が作った馬(マー)に乗っ
て神社から出ていく。大関にはこの御幣の他に
清酒と賞金が与えられる。力士は志賀町内から
集められる。参加力士数はここ数年は10人程度
と少なく盛り上がりに欠けるが，昭和40年代頃
には参加力士数も多く，なかなか大関が決まら
なかった。そのため，次に行われる綱引が遅れ
るので,`勧進元が冷や冷やしたこともあったと
いう｡２４）
であろう。では，唐戸山相撲の大関になる方法
は如何なるものであろうか。
唐戸山相撲は前弓・中弓・奥弓のいわゆる階
級にわかれている。前弓には新参力士，中弓に
は中堅力士，奥弓には古参力士が出場する。そ
の階級で数年経験する，または実力が認められ
ると上の階級へ進めるのである｡各弓の「関を
取る」（能登地方で大関を獲得するの意)ために
は，勝ち抜き戦で最後まで勝ち残らなければな
らない｡年齢が若い力士ほど先に出場するので，
若い力士が勝ち残るのは至難の技である。した
がって，いくら相撲が強くても数年掛かって
やっと奥弓に上がれるシステムとなっているの
である。明治14年までは八人に連勝した力士が
大関となったが，翌年からは二番勝負して先に
勝った力士を先勝と称し，後に勝った力士を後
勝と称する，両関制度にかわった。26)そして，そ
の大関候補の力士は親方衆によって予め上山・
下山各一人づつ決められるようになった。その
選考基準は過去の地方相撲の功労度と人格，識
見，運営力などさまざまな要素が組み込まれて
いる。過去の地方相撲の功労度とは，どれだけ
能登地方の伝承相撲の大関を獲得したか，どれ
だけ能登地方の伝承相撲の運営に携わってきた
か，等で判断されるのである。
したがって，唐戸山相撲の「関を取る」ため
には前述の鵜野屋青年同盟会々則にある三つの
相撲，金丸山八朔相撲，等のクラスの「関を取
る」ことが必要条件となる。また，これらの相
撲も大関の決定方法こそ違え，奥弓までのシス
テムは同じである。そのため，唐戸山相撲の関
を望む力士は能登地方各地の伝承相撲にこまめ
に足を運ばなければならないのである。その第
一歩は住吉神社綱引祭奉納相撲のような規模の
小さな相撲大会から始まるのである。
以上のように，能登地方の伝承相撲は唐戸山
相撲を頂点にした三層に階層化できる。
『加越能力士大鑑』25)に興味ある記述がある。
「大龍の如きは当時の人気相撲で祝相撲の際の
祝儀に頗る莫大な金を得たから和倉に鉱泉旅館
を開いて遂に今日の盛大を致した。唐戸山の相
撲たるや決して軽んずべからずである｡」これ
は，唐戸山相撲の大関となった力士が地元で祝
相撲（花相撲とも称される）を開くわけである
が，その時に集まった祝儀の金額が温泉旅館を
開業できる程集まったことを示している。この
当時，旅館を開業するには幾ら位必要であった
かは明確ではないが，まともに働いても到底手
にすることができない程の金額を祝相撲によっ
て手にしたのであろう。
唐戸山相撲の大関になれば，能登地方の相撲
界で最高の名誉である地方親方の称号が与えら
れるばかりでなく，祝相撲で莫大な金額を，そ
して自分の弟子が各地の伝承相撲に参加して得
た日当や賞金の大部分を手にすることができた
のである。このような一撞千金を夢見て，力士
は誰もが唐戸山相撲の大関となることを望んだ
２．相撲市，報恩講について
近郷近在から人々が繰り出して賑わう「羽咋
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の市」が初めて文書に現れるのは，安政二年
（1855年）の「羽咋の市に集まる絹商人の追放
令」である｡27）
一・羽咋村本念寺引上会注のにつき例年絹商
人ども入り込み候由にて，当年も前段の通
り必定入り込み申すべく候間，若し罷越し
候わば，人別名前聞糺早々に追払わせ，そ
の様子申し聞かすべく候。品に寄り手先留
書指し出すべき儀もこれ有るべく候条，此
段念のため申し渡し置き候。
卯八月二十二日伊藤条之助
口郡組々＋村中
これは例年の通り市を目当てに絹商人が入り
込んだ場合は名前を記録して早急に退散させ，
聞き入れない時は遠慮なく奉行所へ訴えよと命
じたものである。当時，絹物を農民が着用する
ことは禁止されていたので，この藩令によって
農村に絹物が浸透することを防止したのであろ
う。しかし，本念寺引上会の日は唐戸山相撲が
行われる日でもあり，この記録はまた，唐戸山
相撲の行われる日に市が開かれていたことも示
している。
当日は報思議と相撲と市で羽咋の町は大変賑
わったであろう。市では，日用雑貨品，食料，
家具，等様々な店がでた。農村部で商店がまだ
まだ少ない時代，昭和30年代までは市は羽咋周
辺の人々にとって大変重要なものであった。そ
のため，市で一年分の品物を買ったり，娘の嫁
入り道具を揃える人もいた。露店商は羽咋が終
わると，次は富来，七尾と伝承相撲が行われる
場所へ移動していった｡28）
こうした報恩講と相撲と市との関係は能登地
方の他の伝承相撲でもみられた。七尾市．愛宕
山相撲と光徳寺，志雄町･蓮華山相撲と専勝寺，
高松町・長柄山相撲と真証寺，津幡町．八朔相
撲と弘願寺，等では伝承相撲の日と報恩講の日
が重なり，併せて市もたった。特に，羽咋・唐
戸山相撲と七尾・愛宕山相撲の日には，この二
つの相撲が盛大であったために人も集まり，大
きな市もたった。よって，その日は｢羽咋参り」，
「七尾参り」として仕事を休み，近郷の人々は
相撲と市の報恩講の目的で羽咋や七尾に集まっ
た。それは鉄道の開通前には，唐戸山相撲の日
にその人出を見込んだ邑智潟の漁師が，羽咋ま
での臨時の渡し船を運行した程であった｡29)30）
この伝承相撲と報,恩講との先後関係は不明で
あるため，参拝者を集めるために報恩講の日を
相撲の行われる日に移動させたのか，参拝者を
集めるために報恩講の日に相撲を行ったのか，
'よ明らかではない。しかし，能登地方の伝承相
撲は報恩講と市とによって，より活気を帯びた
のである。
結語
本稿では，能登地方の伝承相撲をスポーツ人
類学的観点から考察した。本稿をまとめると以
下の通りになる。
（１）現在もなお行われている能登地方の伝承
相撲はかなり久しい伝承をもつとされてい
る漣5)が，文献中にあらわれてくるのは，江戸時
代中期の『珠洲の海』のお熊甲祭慶賀神事相撲
が最初で，以降，江戸時代後期まではあらわれ
ない。しかし，お熊甲祭慶賀神事相撲が江戸時
代中期に既に盛大に行われており，また，「相撲
禁止令」が度々出されていることから，江戸時
代には能登地方でかなり盛んに伝承相撲が行わ
れていた。
（２）能登地方の伝承相撲の起源伝承は，農耕
儀礼に関係がある「但馬地方の八朔綱引伝説」
と類似点を持つ。また，奈鹿曽彦神社の板書に
みられる降雨に対する感謝の相撲も併せて考え
ると，能登地方の伝承相撲は農耕儀礼と密接な
関係を持っているとみることができる。
（３）能登地方の伝承相撲は各伝承相撲の歴史
と相撲参加者の範囲と唐戸山相撲との関係に
よって，三つに階層化できる。その頂点に存在
するのが唐戸山相撲であり，能登地方の伝承相
撲はこの階層制のもとに発展してきた。
（４）能登地方の伝承相撲が行われる日には，
近くの寺院で報恩講が行われることが多い。ま
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26）平岡克明（1971）唐戸山相撲史．唐戸山相撲史発行
所．Ｐ8
27）前掲書17)pp339-340
28）渡辺恒彦（1962）相撲の歴史と津幡町一円の放楽相
た，その人出を見込んで全国から露店商が集ま
り，市もたつ。近郷の人々は相撲と報恩講と市
の三つの目的で参集し，その結果，相撲はより
盛大になった。
つまり，能登地方の伝承相撲は，江戸時代に
は民衆の間でかなり活発に行われていた。従来
のスポーツ史では，こうした能登地方の伝承相
撲は「神事相撲或いは祭礼の際の余興相撲・草
相撲の一つ｣としか位置付けされてこなかった。
しかし，能登地方の伝承相撲が持つ伝承を調べ
ていくと，そこには相撲と農耕儀礼との密接な
関係がみえてくる。
一方，江戸時代既に能登地方で行われていた
伝承相撲は，その儀礼性を失いつつあったが，
次第に社会に根付いていった。すなわち，唐戸
山相撲を頂点とする階層制を持つ伝承相撲とし
て，また，相撲と報恩講と市が結びついた一大
イベントとして，能登地方の社会に根付いて
いったのである。
－注一
往1)仏寺の仁王門の二王にならったものとされ，随身門
の左右の二神の像のこと。
注2)会計を司る所で，御算用奉行が統括した。御算用場
内には御預地方御用・改作奉行・定検地奉行・御郡
奉行その他諸種の役所が併置されていた。
注3)伝承相撲に参加する力士と観衆と行司を含む。
注4)報恩講のこと。宗祖親鷲への報恩のために毎年その
忌日の六日前から忌日当日までの七昼夜にわたっ
て営まれる。なお，末寺では本山の報恩譜より前に
おこない，これを引上会，御引上ともいう。
注5)唐戸山相撲は約二千年，お熊甲祭慶賀神事相撲は約
千年の歴史を持つとされ新宮祭相撲は鎌倉時代か
ら始まったとされている。
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至った｡」
能登相撲文化圏がどのようなものであるかについて
は吉野徹の別稿を待ちたいが，同人の研究によれば，明
治期に東京に東京角力協会，大阪に大阪角力協会が設立
されると同時に，能登地方には独自の北陸相撲協会の設
立が構想されていた。当時の能登を中心とする相撲文化
圏の大きさと独自性の主張がその基盤となっていたこ
とは言うまでもない。
本論考はこのような視点に立った問題提起と，その中
からいくつかの問題を取り上げて総括的に論証を試み
ている。モチーフ全体の論証には，問題の大きさからし
ておそらく相当の日時と力量を要するであろう。今回の
論証も最初に述べたように，必ずしも全てが充分に説得
的な論証ばかりではない。しかしながら，たいへん興味
深い問題提起であり，その成果にも注目すべきものがあ
る。今後の研究の進展に大いに興味と期待がもたれると
ころである。（大久保英哲）
付記
吉野徹による本研究の特色は，能登地方各地に残され
ている伝承相撲をスポーツ人類学といわれる視点及び
手法で新しく捉え直そうとする点にある。口承説話や伝
承形態の資料数や比較分析のための他地域の事例研究
の把握にややもの足りなさを感じるが,新しい研究分野
に意欲的に取り組んでいる点を先ず評価したい。
本研究のモチーフとなっている能登地方の相撲に対
する基本的な考え方はおよそ次の通りである。
「能登地方の相撲は，その発生時点では農耕儀礼文化
と密接な関連を持っていたが，社会的・経済的な発展と
共に浄土真宗の影響や加賀藩からの政治的影響を受け
つつ，次第に唐戸山相撲を頂点とする一定のヒエラル
ヒーを形成して，いわば能登相撲文化圏を形成するに
